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角
館
町
で
姉
妹
都
市
提
携
旬
周
年
記
念
式
典

物
産
展
に
は
、
大
村
寿
司
や
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
真

珠
、
ワ
カ
メ
、
松
原
鎌
、
お
茶
な
ど
の
特
産
品
を
展
示
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

日
周
年
記
念
式
典
で
は
、
約
2
3
0
人
(
大
村
市
か

ら
約
1
2

0
人
)
が
参
加
、
柴
田
十
郎
角
館
町
長
が
、

「
は
る
か

2
0
0
0
キ
ロ
の
か
な
た
か
ら
、
日
本
海
を

渡

っ
て
き
た
大
村
藩
土
の
お
か
げ
で
、
角
館
は
戦
禍
を

免
れ
た
。
こ
れ
を
縁
と
し
た
友
好
の
き
ず
な
は
、
今
後

も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

。
こ
れ

に
対
し
松
本
市
長
は
、

「
歴
史
を
う
ま
く
現
代
に
生
か

し
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
交
流

・
き
ず
な
を
さ
ら
に
強

大村から120人が出席した、大村市・角館町の姉妹都市
提携10周年記念式典 (治・角館広域交流センター〉

昭和54年ワ月、秋田県角館町と大村市が姉妹都市
を結んで、 ちょうど10周年を迎えました。

これを記念し、 角館町では、4月28日から5月2
日まで大村市の物産展、そして、4月30日には記念
式典が開かれました。

大村市からは松本市長をはじめ、山田元市議会議長、

物産振興協会、ロータリークラブ、姉妹都市親善協会
lま しん

員、さらには、戊辰の役で出兵した「吾往隊」の子

孫で構成された吾往会の会員、くじら太鼓など、総

勢約120人が参加、角館町と大村市の支流-きずなを

強く 、そして深いものにしました。

戊
震
の
役
と浜
田
護
吾

徳
川
3
0
0
年
の
幕
府
政
治
が
終
わ
り
、
明
治
維

新
を
迎
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
に
反
対
す
る
奥

羽
三
十
余
藩
(
旧
幕
派
)
は
、
た
だ
ひ
と
り
勤
王
派

固
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
交
流
に
尽
く
さ

れ
た
、
中
瀬
正
隆

・
吾
往
会

長
(
大
村
)
と
斎
藤
逸
夫

・

戊
辰
会
長
(
角
館
町
)
の

2

人
に
感
謝
状
が
、
そ
し
て
昭

和
田
年
、
中
学
2
年
で
大
村

を
訪
問
さ
れ
た
、
黒
沢
勤
さ

ん
(
幻
歳
)
の
記
念
発
表
や
、

記
念
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「あ
れ
/
・
大
村
公
園
?
」
違
う
ん
で
す
よ
、
角
館
町
に
も
浜
田
謹
吾
の
銅
像
、
ガ

建
て
ら
れ
て

あ

る

ん

で

す

ね

(

角

館

神

明

社

境

内

)

く

〔

人気を呼んだ大村市物産展(ふ 乞 角館樺細工伝承館〉

ηノ
]

観衆を魅了した大村くじら太鼓(ち ・同上中庭〉

の
立
場
を
貫
き
通
し
た
秋
田
藩
へ
の
征
伐
を
決
め
、

猛
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
か
ら
1
2
1
年
前

(慶

応
4
年
)
の
こ
と
で
す
。

新
政
府
は
、
秋
田
藩
危
う
し
と
し
て
、
遠
く
九
州

諸
藩
か
ら
も
援
軍
を
送
り
ま
し
た
が
、
既
に
秋
田
南

部
は
敵
軍
に
陥
り
、
分
藩
角
館
が
そ
の
最
前
線
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

大
村
藩
か
ら
は
、

3
2
6
人
の
藩
士
を
派
遣
。
戦

死
者
は
7
人
、
そ
の
中
に
、
敵
弾
に
倒
れ
た
、
わ
ず

か
日
歳
の
少
年
鼓
手
・
浜
田
謹
吾
が
い
ま
し
た
。
少

年
の
着
物
の
内
襟
に

三

葉
よ
り
手
く
れ
水
く
れ
待

つ
花
の
君
が
御
為
に
咲
け
や
こ
の
と
き
」
と
い
う
、
わ

が
子
の
死
を
も
覚
悟
し
つ
つ
、
励
ま
す
た
め
に
書
き

し
る
し
た
母
親
の
歌
が
縫
い
つ
け
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
た
地
元
の
人
は
大
い
に
感
激
し
、
今
で

も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
7
人
の
遺
体
は

角
館
町
に
手
厚
く
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
縁
が
も
と
で
、
角
館
町
と
大
村
市
は
姉

妹
都
市
と
な
り
ま
し
た
。



日
市
立
病
院
急
増
患
者
に
対
応

H

市
立
病
院
(
藤
原
恒
夫
院
長
)
で
は
、

心
臓
血
管
外
科
が
増
設
さ
れ
、
4
月
お
日

初
め
て
の
施
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
や
同
拡
張

術
な
ど
、
高
度
医
療
を
必
要
と
す
る
心
臓

脈
拡
張
術

(
P
T
C
A
)
、
冠
動
脈
バ

イ

パ
ス
術

(C
A
B
G
)
を
必
要
と
す
る
患

者
は
日
人
で
し
た
が
、
心
臓
外
科
が
な
か

っ
た
た
め
、
北
九
州
市
の
病
院
な
ど
へ
紹

介
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
行
わ
れ
た
施
術
は
、
血
管
が
狭
く

な
り
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
る

部
分
に
細
い
管
を
通
し
、
血
管
を
広
げ
て

流
れ
を
良
く
す
る
冠
動
脈
拡
張
術
で、

3
人
が
治
療
を
受
け
ま
し
た
。

市
立
病
院
で
は
、

今
後、

長
大
医
学
部

付
属
病
院
な
ど
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
高
度
医
療
技
術
の
向
上
を
図
り
、
地

域
医
療
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

患
者
が
増
え
た
た
め
増
設
さ
れ
た
も
の
で
、

今
ま
で
、
県
内
で
同
設
備
が
あ
る
の
は
、

長
崎
大
学
医
学
部
付
属
病
院
だ
け
で
し
た
。

昨
年
、
市
立
病
院
で
心
臓
の
検
査
を
受

け
た
人
は
3
3
4
人
、
そ
の
う
ち
、
冠
動

E歪~~~事33

大村から5人の方ガ¥春の叙勲を受

けられまし左。 受賞されだのは次の方

々です。おめでとうございます。

大村市は5人

年々増加する心臓患者に対応するため増

設された心臓血管外科 =市立病院二

@勲五等瑞宝章

田中大二さん (西大村本町・ 75歳〉

元公立中学続長

永田光雄さん(植松3丁目・ 78歳〉

元大村市議会議員

。勲七等瑞宝章

池田園太さん (水田町.67歳〉

元大村入国者収容所法務技官

中村喜野ーさん(諏訪3丁目 ・61歳〉

元三等海尉 ， 

西里圭夫さん(宮小路 T 丁目・ 63歳~ ~

元大村入国者収容所警守長 z 

ら功労賞す、

大村園芸高校が受賞

大
村
一
、
朗

5
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
，
・

11 

三
浦
キ
サ
さ
ん
1
0
0歳
H

一二
浦
キ
サ
さ
ん
(
大
里
町
・
明
治
幻
年

生
ま
れ
)
が
、
5
月
1
日
、
満
1
0
0
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

松
本
市
長
は
、

同
2
日、

三
浦
さ
ん
を

訪
れ
、
今
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に

「今
後
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と、

祝
い
状
と
金
一

封
を
贈
り
ま
し
た
。

好
き
き
ら
い
な
く
食
べ
、

mm
歳
ま
で
は

毎
日
畑
仕
事
な
ど
で
体
を
動
か
し
て
い
た

一

と
い
う
三
浦
さ
ん
。
昨
年
、

左
足
を
骨
折

一

以
来
寝
た
き
り
の
状
態
で
す
が
、
話
し
方
、

一

そ
し
て
、
目
や
耳
な
ど
も
し
っ
か
り
し
て

お
り
、
と
て
も
元
気
で
は
が
ら
か
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

家
族
は
、

4
男
の
九
十
九
さ
ん
夫
妻
と

孫
の
4
人
暮
し
。

県
立
大
村
園
芸
高
校
(
橋
爪
良
平
校
長
)

は、

4
月
日
日
、
「
さ
く
ら
功
労
者
」
と

し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
同
げ
日
、
市
役

所
で
、
受
賞
報
告
を
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
さ
く
ら
に
つ
い
て
の
研
究

.
保
護
・
育
成
な
ど
に
功
績
の
あ

っ
た
団

体
・

個
人
を
、
例
日
本
さ
く
ら
の
会
(
東

京
)
が
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
、
同
校
は

昭
和
羽
年
頃
か
ら
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
、
ク

シ
マ
ザ
ク
ラ
の
増
殖
・
育
成
の
研
究
な
ど

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
「
栽
培
環
境
班
」

で
は
「
大
村
公
園
の
桜
の
保
護
増
殖
に
関

す
る
研
究
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現
在
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
種
大
会

で
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本
市
長
は
、
「
大
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
さ
く
ら
の
保
護
・
育
成
な
ど
に
鋭
意
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
非
常
に
あ
り
が

た
く
思

っ
て
い
る
、
今
後
も
大
変
で
し
ょ

う
が
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
あ
い
さ

つ
、
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

松本市長に受賞報告をする橋爪校長(右〉

(% ・市役所〉

q
u
 



自
国
事
⑫
時
血

2
0
0万
人
達
成

新たな決意新社会人

新本就職t者激励文
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=新卒就聴者灘励大会=

輔自l!尚品い…二ご 九一 ζナ

献皿200万人目となった梅野浩子さん
(中央)と前後の草場謙二さん(左)、

梅野恭子さん =% ・大村浜屋前=

県
内
の
献
血
者
が

5
月
8
日
、
市
内
で

行
わ
れ
た
街
頭
献
血
で
、

2
0
0
万
人
目

(
延
べ
)
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
る
、
2
0
0
万
人
目
に
は

梅
野
浩
子
さ
ん
(
須
田
ノ
木
町

・
2
歳
)
、

そ
の
前
後
に
、
草
場
謙
二
さ
ん
(
水、
王
町

2
丁
目

・
幻
歳
)
と
梅
野
さ
ん
の
姉
の
、

梅
野
恭
子
さ
ん
(
お
歳
)
で
、

3
人
に
は

知
事

・
市
長
な
ど
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

街
頭
P
R
に
協
力
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
員
な
ど
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

県
内
の

一
般
献
血
は
、
昭
和
ぬ
年
9
月

佐
世
保
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
始

め
ら
れ
、
今
日
ま
で
、
皆
さ
ん
の
善
意
に

よ
り
、
多
く
の
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
て
い

ま
す
。
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
な
る
献
血
、

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
協

力
を
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

誓いの言葉で決意を新たにしました

二% ・商工会議所=

大
村
商
工
会
議
所

・
大
村
商
工
業
労
務
改
善
協
議

会
は
、
今
春
、
市
内
外
の
中
学

・
高
校

・
短
大
な
ど

を
卒
業
し
、
市
内
の
事
業
所
に
就
職
し
た
白
人
を
激

励
す
る
、
新
卒
就
職
者
激
励
大
会
を
4
月
口
日
、
商

工
会
議
所
ホ

l
ル
で
行
い
ま
し
た
。

高
瀬
商
工
会
議
所
会
頭
か
「
人
に
は
誠
音
寸

仕
事

に
は
熱
意

・
行
動
に
は
反
省
の
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
。
松
本
・市
長
、
山
田
元
市
議
会
議
長
、
空
閑

職
安
所
長
な
ど
か
ら
も
、
お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉

が
あ

っ
た
。

仕
事
の
先
輩
で
あ
る
岩
崎
勝
子
さ
ん
が
「
1
日
も

早
く
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
新
卒
就
職
者
を
代
表
し
て
、
田

中
和
樹
さ
ん
は
「
1
日
も
早
く
職
場
に
溶
け
込
み
、

社
会
人
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
頑
張
る
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。
こ
の
あ
と
、
記
念
講
演
も
あ
り

新
卒
就
職
者
は
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

開園を祝ってテープカットする松本市長ら C%・大村公園内〉

城跡!こマッチ魅力信唱

南堀花菖蒲盟が完成

-4-

=種類も豊富10万株=

し
い
花
菖
蒲
園
が
で
き
た
、
今
後
は
、
大

村
公
園
が
日
本
一
の
公
園
に
な
る
よ
う
努

力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

。
市
長
、
赤
川

造
園
組
合
長
に
よ
る
除
幕
式
、
吉
川
市
議

会
議
長
、
佐
藤
観
光
協
会
長
ら
が
加
わ
り

テ
i
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
員
に
よ
る
野
立
て
な

ど
も
あ
り
、
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

今
回
新
設
さ
れ
た
、
南
堀
花
菖
蒲
園
の

造
り
は
日
本
風
庭
園
、
面
積
は
3
千
5
0

0
M
で
、
江
戸
系
羽
種
・
肥
後
系
4
種
・

伊
勢
系
日
種
の
計
何
種
1
万
8
千
2
0
0

株
。
早
咲
き
か
合
遅
咲
き
ま
で
、
5
月
下

旬
か
ら
6
月
中
旬
に
か
け
て
楽
し
め
ま
す
。

中
之
島
に
は
、
あ
ず
ま
屋
や
黒
松
、
水

路
に
は
錦
ゴ
イ
も
泳
ぎ
、
周
囲
に
は
さ
っ

き
、
芝
生
な
ど
が
植
え
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
背
後
に
は
、
扇
勾
配
の
美
し
い
板

敷
や
ぐ
ら
台
跡
が
あ
り
、
景
観
も
す
ば
ら
し

い
魅
力
あ
る
花
菖
蒲
固
と
な

っ
て
い
ま
す
。

開
園
式
で
は
、
市
長
や
3
人
の
ミ
ス
大

村
な
ど
約
却

λ
が
参
加
、
神
事
の
あ
と
、

松
本
市
長
が
「
皆
き
ん
の
協
力
で
名
実
と

も
に
西
日
本
一
と
誇
れ
る
と
て
も
す
ば
ら

。
大
村
公
圏
内
の
花
菖
蒲
園
概
要

(
南
堀
新
設
分
を
含
み
ま
す

園
地
面
積

9
5
0
0
M

花
の
種
類
と
株
数

江
戸
系

・
肥
後
系

・

伊
勢
系

・
ム
p
計
約
1
7
0
種
類
叩
万
株
初

万
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
頃
は

5
月
下
旬

i
e月
中
旬



提言にお答えします

わ定しの提言

Q戸ントヲA

「市
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
わ
た
し
の
提
言
」
箱

は
、
皆
さ
ん
よ
り
、
市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な

ど
を
い
た
だ
き
、
市
政
を
よ
り
充
実
さ
せ
よ
う
と
、

昭
和
臼
年
1
月
4
日
か
ら
市
役
所
ロ
ビ

l
・
各
出
張

所
の

8
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
意
見

・
要
望
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
意
見

・
要
望
は
、
各
担
当
課
で
検
討
し
、
そ
の

結
果
を
回
答
す
る
と
共
に
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い

ま
す
。
昭
和
臼
年
5
月
号
「
広
報
お
お
む
ら
」
で
も

一
部

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
た
く
さ
ん
の
意
見

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
う
ち
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
ア
ン
ド
A

大
村
|
武
雄
北
方
間
の
高
速
自
動
車
道
開
通

に
伴
う
祝
賀
行
事
の
一
つ
と
し
て
¥
二
度
と
歩
い

だ
り
¥
走
っ
た
り
出
来
な
い
真
新
し
い
道
路
で
¥

子
供
か
ら
老
人
ま
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し

て
ほ
し
い
。

三

高
速
道
路
開
通
記
念
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
現
在

計
画
中
で
す
。

競
技
予
定
種
目

1
加
同
・
・

一
般
男
子

・
女
子
。

日
Im
---壮
年
(
羽
歳
以
上
)
男

・
女
、
高
校

・
一
般

男
子
・
女
子
。

5
M
・
・中
学
、
一
般
男
子

・
女
子
、

小
学
5
年
以
上
男
子

・
女
子
で
、
開
催
日
時
な
ど
は

検
討
中
で
す
。

あ
じ
さ
い
を
植
え
て
、
日
本

一
の
あ
じ
さ
い
公

園
に
す
る
と
い
う
計
画
は
良
い
の
で
す
が
¥
他
市

の
例
で
¥

6
干
株
の
あ
じ
さ
い
に
¥
夏
に
は
水
、
ガ

叩
〈
ノ
位
ト
ン
い
る
そ
う
で
す
。

あ
じ
さ
い
を
植
え
て
そ
の
後
の
維
持
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

F
h

あ
じ
さ
い
基
金
運
動
は
、
商
工
会
議
所
青
年
部

に
よ
る
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
が
、

公
園
内
の
植
え
付
け
に
つ
い
て
は
、
商
工
青
年
部
と

市
都
市
計
画
課
が
、
随
時
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
か
ん
水
に
よ
り
枯
れ
な
い
か
と
気

に
な
る
所
で
す
が
、
条
件
に
あ
っ
た
品
種
の
あ
じ
さ

い
あ
る
い
は
、
植
え
る
場
所
な
ど
を
考
慮
し
、
い
つ

ま
で
も
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

ゴ~⑤

市
役
所
玄
関
前
の
易
嘩
者
用
駐
車
場
に
サ
つ

を
し
て
あ
り
ま
す
が
¥
な
ぜ
利
用
で
き
な
い
の
で

す
か
¥
ま
た
¥
利
用
す
る
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
か
D

モ一

身
障
者
用
駐
車
場
は
標
一
不
を
し
、

サ
ク
を
置
い

曲芸

身
障
者
手
帳
を
も
ら
う
と
¥
ど
こ
の
市
町
村
で

も
¥
年
金
は
自
動
的
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
大
村
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
何

か
月
も
待
芝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
0
・

こ

の

他

に

も

、

交

通

の

問

題

、

企

業

・
学
校
の
誘
致、

③

身
障
者
手
帳
の
交
付
と
障
害
年
金
は
、
そ
の
判
市
役
所
に
関
す
る
事
や
、犬
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
い
ろ

断
基
準
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
の
意
見

・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

身
障
者
手
帳
で
は
、

障
害
の
状
況
に
よ
り
、
障
害

利
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

年
金
で
は
日
常
生
活
に
お
け
る
支
障
度
を
主
に

判

断

皆

さ

ん

か

ら

い

た

だ
い

た
意
見

・
要
望
は
、
そ
の
都

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
身
障
者
手
帳
1
級
の
人
が
障
度
回
答
を
し
て

い
ま
す
が
、
無
記
名
の
方
に
つ
い
て
は

害
年
金
に
該
当
し
な
か
っ
た
り
、
逆
に
、
4
級
の
人
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
住
所

・
氏
名

・
電
話

が
障
害
年
金
受
給
者
に
な
る
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
。

番
号
な
ど
を
明
記
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
凶
回
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
4
月
お
日

陸
上
競
技
場
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
コ
ー
ス
か
ら
健
康
マ
ラ
ソ
ン
ま
で
、
総
勢
約
5

0
0
人
が
参
加
。
盛
ん
な
声
援
を
受
け
、
精

一
杯
頑
張

り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
一
位
の
み

・
敬
称
略
)

小
学
1
年
・
⑧
水
本
憲
吾
(
鈴
田
)
⑧
伊
藤
千
夏
(
西

大
村
)
、小
学
2
年
:
・⑧
土
屋
博
之
(
三
城
)
⑧
白
岩
梢

(
旭
ケ
丘
)
、
小
学
3
年
⑧
福
田
賢
二
(
旭
ケ
丘
)
⑧

宮
浦
寿
美
(
旭
ケ
丘
)
、小
学
4
年
:
:
⑧
永
野
陽
介
(
旭

ケ
丘
)
⑧
丸
田
泰
子
(
鈴
田
)
、小
学
5
年
・
⑧
渡
辺
大

輔
(
放
虎
原
)
⑧
井
上
歩
美
(
放
虎
原
)
、小
学
6
年
:
:

⑧
渡
辺
修
(
放
虎
原
)
③
西
山
樹
理
(
鈴
田
)
、
中
学

男
子
::
前
田
久
雄
(
桜
が
原
)
、

一
般
男
子
:・
野
口
康

之
(
九
州
電
通
)
、
中
学
生
以
上
女
子
:
・
外
尾
裕
子
(
大

村
高
)
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
:
:
富
永
栄
二

(
走
友
会
)

て
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
ご
れ
は
、
一
般
の
人
が
駐

車
し
て
、
身
障
者
の
方
が
駐
車
出
来
な
く
な
り
ま
す

の
で
置
い
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
利
用
に
は
、

案
内
係
に
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

(ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鳴
ら
す
な
ど
)
ま
た
、
案
内
が

い
な
い
時
は
、
ス
ロ
ー
プ
の
登
り
口
に
駐
車
し
て
く

だ
さ
い
。

新
緑
の
中
5
0
0人

H
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
H

噂』ζ，

j¥学1年から78才のお年寄りまで500人
が参加して行われたさくらマラソン

二うU.陸上競技場周辺=

ま
た
、
等
級
を
判
断
す
る
機
関
も
異

っ
て
お
り
、
判

断
の
要
素
、
受
給
の
条
件
な
ど
に
も
相
違
点
が
あ
り
、

「
自
動
的
に
」
と
い
う
の
は
、
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
市
町
村
で
も
同
様
で
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
か
ら
何
か
月
も
待
た
ね
ば
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
決
定
ま
で
に
は
、
色
々
な
審
査
が
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
、
年
金
を
受
給
で
き
る

よ
う
県
な
ど
と
も
協
議
し
、
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「「
U



一夜士蝿 一一一一一 ← 

終 始ドゃ定ら福祉センヲー内〉

老人福祉セシヲーさくら荘では、開館17周

年記念演芸大会ガ行われましだ。
同センヲーを利用するお年寄りだちガ、詩

8・民踊 ・カラオケ ・手日など、お得意の演
技を披露。約200人の参加者は、手拍手を

打つだり¥一緒に口ずさんだり、終始なごや

かに¥演芸大会を楽しみましだ。

{/シ

にみ弓31
A(、ノJ
、、二ミグ

企仲よくあそんでね

(た ・光と緑の園乳児院ほか〉

児童福祉週間にちなみ、松本市長は5

月2日、光と緑の園乳児院 ・向陽寮と大

村子供の家を訪問。三輪車やローラース

ケートなどをプレゼントしましだ。

市長は¥ 「明るく元気にそして仲良く

遊んでね」と励ましましだ。

hv
筆
の
動
き

C
魅
せ
ら
れ
て

(名
i
n

・市
コ
ミ
セ
ン
)

5
ょ
-
つ
え
九

中
国
女
流
画
家
・
張
洲
女
史
の
国
画
展
と
実

技
講
座
、ガ
¥
4
月
幻
白
か
ら

2
日
間
¥
市
コ
ミ

セ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。

女
史
は
¥川
区
年
ア
月
、
講
演
・
実
技
指
導
の

だ
め
来
大
さ
れ
て
お
り、

今
回
で

2
回
目
。

筆
の
動
き
は
い
つ
み
て
も
あ
ざ
や
か
。
参
加

者
は
ジ
1

川ノ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
だ
。

? 

-6 -

制動崎
一

h
p

山
歩
き
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
/
-

(
私

・
黒
木
パ
ス
終
点
広
場
〉

大
村
山
岳
会
(
池
野
和
義
会
長
〉
は

4
月
刊
ω

目
、
多
良
岳
県
立
公
園
黒
木
登
山
口
山
開
き
式

典
を
行
い
ま
し
だ
。

式
に
は
、
岡
山
岳
会
員
や
地
元
住
民
を
は
じ

め
、
市
内
外
か
ら
約
印
人
、
ガ
出
席
¥
神
事
で
シ

ー
ズ
ン
中
の
事
故
防
正
な
ど
を
祈
願
し
だ
後
、

前
田
聞
役
、
中
村
町
内
会
長
、
池
野
会
長
な
ど

に
よ
る
テ
ー
プ
力
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
で
、
山

開
き
を
祝
い
ま
し
疋
。

タ

宏 司

企ねらい定めて、ジャストミート/

(タ29・中央小・西中グランドほか〉
大村ライオンズクラブ(山口漠会長〉では

4月29日¥県内の児童福祉施設による球技大

会を、中央小 ・西中のグランド、体育館で行

いまし芝。

施設の子供だちの交流、親ぼくを深めよう

と始められ芝もので、市内の光と緑の園向陽

寮¥大村子供の家など、県内の12施設が参加。

男子は野球¥女子はバレーボールと、若いエ

ネルギーを所狭しとぶつけていました。



こ
と
わ
ざ
は
¥
苦
か
ら
人
々
の
暮
ら
し

の
中
で
使
わ
れ
て
き
だ
言
葉
で
す
。
私
だ

ち
は
こ
と
わ
ざ
か
ら
人
生
の
生
き
万
や
生

活
の
知
恵
を
学
び
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
¥
こ
と
わ
ざ
を
通
し
て

「
ね
ん
き
ん
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょう。

ねん手んことわポ
'講座

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

ど
ん
な
に
遠
く
へ
で
か
け
る
旅
で
も
、
ま
ず

最
初
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
ん
な
に
大
き

な
計
画
で
も
、
ま
ず
手
近
な
こ
と
か
ら
始
め
、

小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
で
達
成
で
き
ま
す
。

ね
ん
き
ん
の
第
一
歩
は
加
入
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

さ
あ
、
思
い
た

っ
た
が
吉
日
、
ま
だ
手
続
き

が
済
ん
で
な
い
人
は
早
く
市
役
所
へ
届
け
て
く

だ
さ
い
。

お互いに思いやりの山を持ち、助け合っていくこ

とは大変よいことですね。

年金制度も世代と世代の思いやりの}l¥.，¥で支えてい

きましょう。

楽
は
苦
の
種
苦
は
楽
の
種

今
、
楽
を
し
て

い
る
と
、
あ
と
で
苦
労
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
、
苦
労
し
て
お
け
ば
、

あ
と
で
楽
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

1
か
月
8
0
0
0

円
。
決
し
て
楽
な
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
将
来
の
た
め
に
も
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た
る

幼
年
は
長
い
道
の
り
。
そ
の
聞
に
は
何
が
あ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
病
気
、
ケ
ガ
、

交
通
事

故
・
:
。
で
も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
ば
大

丈
夫
。
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な

っ
た
と
き

障
害
基
礎
年
金
、

一
家
の
働
き
手
に
先
立
た
れ

た
と
き
は
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
あ

な
た
の
生
活
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

一
寸
先
は

や
み
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民
年
金
の
灯
を
と
も

し
て
共
に
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
で
潤
う
我
ガ
家
の
暮
し

第
引
回

水
道
週
間

6
月
1
日
i
フ
日

安l山して飲める水をお届けするよう常に厳し

いチェックをしています
(坂口浄水場水質模査室〉

受
給
中
の
皆
さ
ん

現
況
届
を
し
て
く
だ
さ
い

f

現
在
、
児
童
手
当
並
び
に
、
特
例
給
付
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
6
月
中
に
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
の
前
年
度
の
所
得
や

養
育
な
ど
に
つ
い
て
、

6
月
1
日
現
在
の
状
況

を
確
認
し
、
引
続
き
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
大
事
な
手

続
き
で
す
。

J
U
Iし
、

こ
の
届
け
を
忘
れ
る
と
、

6
月
以
降

の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑

・
児
童
手
当
現
況
届

※
受
給
中
の
人
に
は
、

5
月
末
頃
郵
送
し
ま
す
。

・
厚
生
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
の
加
入
者

は
、
事
業
主
発
行
の
年
金
加
入
証
明
書

-
児
童
が
他
市
町
村
に
い
る
場
合
は
、
住
民
票

の
写
し
お
よ
び
、
監
護
申
し
立
て
書

・

ω年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、

平
成
元
年
度
(
臼
年
1
月
か
ら
ロ
月
分
)
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
(
臼
年
1
月
1
日
に
居
住

し
て
い
た
市
町
村
で
発
行
し
ま
す
)

水
道
は
私
た
ち
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生

活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
地
域

社
会
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
生
活
様
式
が
多
様
化
す
る
に
従

っ
て

水
需
要
が
増
大
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

市
で
も
第
9
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行
い

、
施
設

の
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

水
道
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
高
め
、
無

駄
な
く
大
切
に
使
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
坂
口
浄
水
場
施
設
見
学
を
ご
希
望
の

方
は
、
水
道
部
管
理
係
(
宮
@
1
1
1
1
)
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記
録
係
児
童
手
当
担
当

※
な
お
、
別
表
の
日
程
で
、
各
出
張
所
で
も
、

現
況
届
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

ロ受付日程ロ

月 日 場 所

6月 6日 三浦・鈴田・萱瀬

(火) 出張所

6月 7日
福重 ・松原出張所

(*) 
---J 

6月 8日
竹松出張所

(木)

6月 9日
西大村出張所

(釘

※受付時間

-7 

午前 9時~午後4時



皆さんの多くが、何らかのサク

ルやクラブなどに入り、それぞれ

目的を持ち¥意欲的に活動されてい

と思います。

で今回からは¥そういつだ皆さんの活

や今後の抱負などを伺ってみだいと思

います。

質問内容 :①いま活動しているクラブ -サ

クル名入会歴。②入会し疋動機など③現

在の活動状兄など ④今後の抱負など

藤
村
弘
子
さ
ん

(
訂
歳
・
上
諏
訪
町
)
教
員

福
谷

健
吉
さ
ん

(
幻
歳
・
東
三
城
町
)
商
業

介、、ノル登場

次男坊のあばれんぼうです。

だくましく¥元気に¥やさしい山を持つように

育ってねD ・・・…・・・・・・・…・ . (白 -みゆきさん〉

y 

(~/ 
1 
¥、....J l.. 
尽き さき だか ひろ

j賓崎尚 弥くん(松山町〉

S. 62. 10. 29生まれ

アグ

ぼ

く

の

わ
た
し
の

か

b 

も

の

た

手

4 通そ手 キ好れ 人
5 を れ紙保ドき以私か私

存品
行 嶺ち

歳半谷ゆ

E香ガ
j章ち
7 や
丁ん
日

ーで〉

丸一

し、て
¥
と
思

①
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ア
l
ト
バ
レ
l
愛
好
会
。
入

会
し
て
7
年
。

②
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

・
気
分
で
踊
れ
る
ユ
ニ

ー

ク
な
バ
レ
l
に
ひ
か
れ
、
7
年
前
か
ら
始
め
て

い
る
。

③
心
の
リ
フ
レ
y

シ
ュ
を
目
的
と
し
て
、
つ
ま

り
、
心
の
や
さ
し
さ
、
豊
か
さ
、
楽
し
さ
な
ど

を
体
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

曲
に
合
わ
せ
、
み
ん
な
想
い
想
い
の
イ
メ
ー

ジ
で
創
作
を
し
、
表
現
で
き
る
た
め
、
や
れ
ば

や
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
く
、そ
し
て
深
み
が
で
で
き

ま
す
。
終
わ

っ
た
あ
と
は
、
ス
カ
ッ
と
き
わ
や

か
、
ス
ト
レ
ス
を
残
し
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
愛
好
会
の
ほ
か
、
マ
マ
さ
ん
グ
ル

ー
プ
や
、
幼
児
・
小
学
生
な
ど
の
子
供
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
す
。

④
毎
年
、
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
な
ど
の
定
期
発
表

会
で
は
、
客
席
は
い
つ
も
満
員
で
盛
況
を
収
め

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
健
康
な
心
で
、
よ
り
楽
し
く
、
よ

り
深
く
、
創
造
性
に
富
ん
だ
ア
l
ト
バ
レ

ー
を

発
表
で
き
る
よ
、
つ
頑
張
り
ま
す
。

O
L
や
お
母
さ
ん
方
、

一
度
お
試
し
に
な
ら

れ
た
ら

い
か
が
で
す
か
。

①
青
年
会
議
所

「ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」。
入
会

し
て
凶
年

②
自
分
自
身
の
考
え
方
な
ど
が
狭
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
そ
れ
と
、
仲
聞
か
つ
く
り
と
い
う
事
を

目
的
に
入
会
し
ま
し
た
。

③
青
年
会
議
所
は
、
本
年
で

「創
設
却
周
年
」

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の

一
っ
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
直
し
、
未
来
を
考
え
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、

⑦
「
お
お
む
ら
ま
ち
づ
く
り

の
提
言
書
」
の
発
刊
②
「
お
お
む
ら
観
光
マ
y

プ
」
の
作
成
の

「鈴
木
健
二
氏
の
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
」
の
開
催
③
若
者
に
よ
る

「ヤ
ン
グ
コ

こん抱ワ・11，ーフ知って否?4-
%E 

視聴覚ライブラリー

市民映

の
宝
物
は
、
手
紙
を
出
し
芝

ら
の
返
事
の
手
紙
で
す
。

は
¥
手
紙
を
か
く
の
と
¥
そ

上
に
へ
ん
じ
を
読
む
の
が
大

で
¥
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク

・
ド

キ
し
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

育
園
の
こ
ろ
か
ら
、
先
生
に

を
か
い
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
人
と
文

し
て
き
だ
の
で
¥
今
で
は
約

O
通
ほ
ど
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

れ
か
ら
も
¥
手
紙
を
大
切
に

芝
く
さ
ん
の
人
と
文
通
を
し

友
達
を
だ
く
さ
ん
作
り
疋
い

っ
て
い
ま
す
。

æ察ダ~~Wf1)OJ@
6月10日(土)午後4時30分.......3時

市コミセン

く題名〉

ナイチンゲール物語(戸二メーション20分〉

松
尾
和
広
さ
ん

(
幻
歳
・
岩
松
町
)
会
社
員

①
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
。
入
団
し
て
7
年
。

②
一

人
で
は
何
も
で
き
な
い
し
、
地
域
の
仲
間

の
開
催
を
企
画

、
準
備
を
進
め
て

ン
サ
l
ト
」

い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
先
日
メ
ン
バ

ー
8
人
で
、
市
内

の
施
設
や
史
跡
な
ど
印
個
所
視
察
し
ま
し
た
が

改
め
て
大
村
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
P
R
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。

野
岳
湖
の
堤
防
を
利
用
し
て
草
ス
キ
ー
を
楽

し
む
子
供
た
ち
、
岳
の
木
場
公
園
、
キ
リ
シ
タ

ン
史
跡
な
ど
す
ば
ら
し
い
所
ば
か
り
。
メ
ン
バ

ー
の
一

人
は
、
岳
の
木
場
公
園
を
観
て
「
こ
げ

ん
良
か
と
こ
の
あ

っ
た
と
や
」
と
言

っ
て
、
町

内
の
子
供
会
を
連
れ
て
行

っ
た
程
で
す
。

社
交
ダ
ン
ス
は
今
、
静
か
な
ブ

l
ム
で
す
。

人
生
初
年
の
時
代
、
若
さ
と
健
康
を
維
持
し
、

少
し
で
も
身
の
こ
な
し
、H
容
姿
も
ス
マ
ー
ト
に
々

の
願
い
で
華
麗
な
社
交
ダ
ン
ス
を
、
4
月
1
日

チビ六二死満塁(児童劇51分〉

健康子レホふサービス
0958・26・5511

く6月のテーマ〉
月 貧血

火 痔ろうについて

水 アレルギ一体質と予防注射

木 いんきんたむし

金 拒食症

と
何
か
に
取
り
組
み
た
い
と
入
団
。
現
在
、
各

地
区
の
青
年
団
の
凶
か
ら
ぬ
歳
前
後
の
男
女
約

i
o
o名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
行

っ
て
い

る
青
年
祭

を
は
じ
め
、
夏
越
ま
つ

り
、
大
村
ま
つ
り
、
地

区
で
行
わ
れ
る
運
動
会
や
夏
祭
り
な
ど
へ
の
参

加
、
あ
る
い
は
施
設
の
慰
問
な
ど
、
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
お
役
に
た
ち
た
い
と
頑
張

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
青
協
は
来
年
創
設
紛
周
年
を
迎
、
え

ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
中
で
す
。

た
と
え
ば
、
来
年
大
村
と
伊
丹
市
(
兵
庫
)

の
姉
妹
都
市
提
携
叩
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、

そ
れ
を
記
念
し
て
伊
丹
の
青
年
と
の
交
流
会
を
、

ま
た
、
他
県
と
の
国
内
研
修
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

③
大
村
は
、
空
港
の
所
在
す
る
海
の
玄
関
口
で

す
が
、
こ
れ
を
利
用
し
て
海
外
と
の
交
流
を
実

現
さ
せ
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
や
る
気
と
熱
意
で
団
員
同
志
の
つ
な

が
り
を
強
め
る
と
共
に
、
新
し

い
仲
間
を
増
や

し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
市
民
生
活
を
目
指
し
た

8 -

行
政
だ
け
で
な
く
、
我
々
も
一
緒
に
な
っ
て

「ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

③
市
役
所

・
議
員

・
商
工
会
議
所
、
市
民
団
体

な
ど
、
色
ん
な
方
た
ち
と
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
を
も
ち
、
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
り
ま
し
た
。
こ
の
力

が

一つ

に
ま
と
ま
り
、
今
年
が

「大
村
ま
ち
づ

く
り
元
年
」
に
な
れ
ば
と
夢
み
て
い
ま
す
。

か
ら
刀
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

熱
心
な
先
生
の
御
指
導
で
、
経
験
者

・
初
心

者
入
り
交
じ
り
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽

し
く
、
心
豊
か
な
思
い
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と

レ
ッ
ス
ン
中
で
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
出
来
る
社
交
ダ
ン
ス
を
習

得
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
パ

ー
テ
ィ
や
宴
会
で
、
誰
と
で
も
楽
し
く
踊
れ
て

自
然
と
社
交
性
も
身
に
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

社
交
ダ
ン
ス
は
男
女
ペ
ア
で
踊
り
ま
す
が
、

現
在
女
性
ば
か
り
で
す
。
男
性
の

λ
も
働
く
だ

け
が
能
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
、
鋭
気
を
養

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
生
涯
の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
事
と

思
い
ま
す
。
若
い
人
も
熟
年
の
人
も
奮

っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
女
性
の
人
も
大
歓

迎
で
す
。

稽
古
田

毎
週
土
曜
日
(
第
5
週
は
除
く
)

午
前
9
時
1
1
時
ぬ
分

場

所

市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月
2
、
2
0
0
円

問
い
合
わ
せ
宮
@
9
6
7
8

池
田

土-日 非淋菌性尿道炎(性病シリーズ②〉

9 -

正しく使いまし

九州電気通信監理局

(官熊本096-368-6863)

jレールに従わない¥違法無線機等からの

電波はテレビ、、 ラジオなどの通信に妨害を

与えます。

電波は¥免許を受けて、

ょう。

問い合わせ

違法無線を追放しようf
電波法違反防止旬間6月 4 日~10日



集
中
豪
雨
、
暴
風
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

あ
な
た
の
家
、
そ
し
て
周
囲
は
大
丈
夫
で
す
か
。

恵
み
の
雨

・
き
わ
や
か
な
風
も
、
時
と
し
て
、

悲
惨
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

天
災
は
、
絶
え
ず
私
た
ち
を
脅
か
し
ま
す
。

う
ち
は
大
丈
夫
だ
と
か
、
今
年
は
心
配
い
ら

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
安
易
な
考
え

か油
断
。
は

捨
て
、
も
う

一
度
周
り
を
確
か
め
、
防
災
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

主
忽
点
機
・
修
理
個
所

屋
根
・:
か
わ
ら
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、

れ
な
ど
。

雨
ど
い
:
・
落
葉
・
土
砂
な
ど
の
つ
ま
り
、

自
の
は
ず
れ
な
ど
。

窓
ガ
ラ
ス
・
:
枠
の
が
た
つ
き
、

な
ど
。

は
ず

継
ぎ

は
ず
れ
、

ひ
び

ロ1時間の雨量と降り方
1時間の雨量 雨の降 り 方

5 -10ミリ
雨音がよく聞こえ、 すぐ水た

まりができる

雨音で話し声カ、よく聞こえな

10-20ミリ いほど、地面一面に水たまり
ができる

20-30ミリ 土砂降りで、がけ(ずれの危険がある

30ミリ以上||危険地帯では避難体制に入ら
」 、 なければならない

10宍 かさが壊れる。

15九
取り付けの悪いトタン塀などが壊

れる

20~ 
子供は歩けなくなる。おとなもか

らだを傾けてやっと歩ける状態

2 5~ 
屋根瓦は飛び、 テレビのアンテナ
が倒れる

30史 木製の雨戸がはずれ、古くなった
家屋は倒れる

40~ 小石が飛び散り 、列車も倒れてし
まう

50広 木造家屋の多くが官IJれ、木も根こ
そぎ倒れる

。風の強さと被害の程度

-10-

毛
布
な
ど
)

・
応
急
医
薬
品

(傷
薬

・
胃
腸

薬
・
脱
脂
綿

・
紳
創
膏

・
包
帯
な
ど
)
・
食

料
品
・
飲
料
水

(
2
1
3
食
分
)

・
そ
の
他

(
マ
ッ
チ
・
ロ
ー
ソ
ク
・
缶
切
り

・
ナ
イ
フ

な
ど
)
・
赤
ち
ゃ
ん
用
品

(ミ
ル
ク

・
ほ
乳

ビ
ン
・
お
む
つ
な
ど
)
・
お
年
寄
り
が

い
る

場
合

(常
備
薬

・
看
護
用
品
な
ど
)

地区別 避難場所 電話番号

市民体育 館 @ 1552 

久原 園芸高校

大村高校 @ 2660 

武部 ・田の平 大村中 学校 @ 2127 

木場・須田の木 旭が丘小 学校 ③ 04591 

大村市 役所 @ 4111 

本町・水主町 大 村小学校 @ 7117 

市 コ 、、、 セ / @ 3161 

来庁 城 大村市農協会館 @ 6161 

二グ工巳二 港 工 業 主同告~ キ交 @ 3773 

総合福祉セ ンタ ー @ 1351 

杭出津 ・水田 本 生ド土又 寺 @ 5510 

正 法 寺 ② 2247 

中地区住民センター @ 1376 

乾馬場 ・古町 西大村中 学校 @2360 

-中央 中 央 小 学校 @ 2046 

放 虎原 小 学校 @ 2815 

西大村小 学校 @ 2670 

諏 訪 西大村地区コミセン @ 4979 

(公衆)

池 田
池田 公 民 館

西大村小 学 校 @ 2670 

才妄 馬 場 桜が原中 学 校 @ 1166 

原口 ・小路口 ろ つ 寸.>->-l.ー 校 ③ 2444 

邑 グ〕 原 富 の原 小 学 校 @ 3200 

宮 路
竹 松 小 学 校 ③ 8224 

竹 松 出 張 所 @ 8314 

福 重 小 学 校 ⑧ 2285 

福 重 郡 中 寸λ且ー， 校 @ 7219 

福 重 出 張 所 ③ 8614 

松 原
松原小 学 校 @ 8619 

松原出張所 @ 8501 

萱 j頼 中 学校 @ 7004 

一E全三ヨ' 神買 萱 瀬 小 学 校 @ 7002 

萱瀬出張所 @ 7001 

鈴 田
鈴 田出張所 @ 2023 

鈴 田小 学 校 ② 4322 

一 j甫
三 浦 出張所 @ 6475 

一 =j甫小 学 校 @ 4318 

東 j甫 吠島 中 学 校 @ 3401 

緊急避難場所は，次のとおりです。

こ
の
外
、
雨
戸
や
壁
、

そ
れ
と
溝
や
庭
木
な

ど
、
家
の
外
周
り
の
点
検
・
修
理
も
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
と
き
の

準

備

晶

-
貴
重
品
(
印
鑑
・
預
金
通
帳

・
現
金
な
ど
)

・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

(予
備
電
池
も
忘

れ
ず
に
)

・
懐
中
電
灯

(予
備
電
池
も
)
・

衣
類
(
セ
ー
タ
ー

・
ジ
ャ
ン
パ

ー
類

・
下
着
・

災害対策本部告⑪4111@4112⑬4113②3883 

夜間は、 ⑬4120@4121も増設されます。

消防署宮@4138②4139②2316

※各避難場所の責任者は、消防分団長、町務連絡員



者「犬め散歩アイデアJ入
優秀賞に吉留さおり・ゆきこさん

-
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
、
肝
臓

疾
患
の
人

-
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ

け
)
を
お
こ
し
た
人

-
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
医

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

※
幼
稚
園
、
小
、
中
学
生
は
各
学
校
で
接
種
予

定
で
す

日本脳炎予防接種目程表

実施場所 l回目 2回目

市 ィ支 所 6月20日 6月27日

宣瀬 出張所 (火) (火)

西大村コミセン
6月21日 6月28日

二 浦出張所
ヤトヰ (7}c) 

鈴 田出 張所

竹松出張所 6月22日 6月29日

福重出張所 休) (木)

中地 区公 民館 6月23日 6月30日

松原出張所 (針 (針

※時間:午後 2時-3時まで

般
の
人
も

予
防
接
種
を

相
談
く
だ
さ
い
。

。
予
防
接
種
医
療
機
関

(
印
音
順
)

上
田
医
院
、
川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、

佐
藤
外
科
医
院
、
貞
松
整
形
外
科
病
院
、

津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺
井
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
と
も
な

が
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
中
津
病
院
、
中
村

医
院
、
長
崎
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医

院
、
原
医
院
、
福
田
産
婦
人
科
医
院
、
牧

山
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院
、
松

井
医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科

消
化
器
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
渡
辺
医

院叩
叫
M
叫
同
の

予
防
接
種
実
施
中
で
す

4I
l
 
--よ



れ
を
逆
に
い
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が
、
正
常

一

に
発
達
し
て
い
ま
す
よ
、
と
い
う
、

4
つ

一一
ご
利
用
く
だ
さ
い

の
証
明
書
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
一

第
1
は
、
正
し
く
聞
こ
え
る
と
い
う
証

一

明
書
。
第
2
は
、
聞
こ
え
た
音
声
を
、
こ

一

と
ば
と
し
て
理
解
で
き
る
脳
み
そ
が
で
き

た
、
つ
ま
り
わ
か
る
と
い
う
証
明
書
。
第

3
は
、
脳
み
そ
か
ら
手
に
、
ち
ゃ
ん
と
神

経
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
証
明
書
。
第
4

は
、
脳
み
そ
の
命
令
ど
お
り
に
手
指
を
動

か
す
}
」と
が
で
き
る
と
い
う
証
明
書
。

お
母
さ
ん
方
は
、
こ
の
4
つ
の
証
明
書

を
も
ら
っ
て
、
大
切
な
わ
が
子
は
、
一
応

正
常
に
発
達
し
て
い
る
な
、
と
ひ
と
安
心

で
き
る
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。

赤
ち

ゃ
ん
を
あ
や
す
と
い
う
こ
と
は
、

実
は
人
聞
の
赤
ち
ゃ
ん
を
人
間
に
育
て
上

げ
る
た
め
の
、
大
切
な
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と

つ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

ユ

赤|書
ち I~
や|の

!bi櫨 ん|ご
玄白のズレi歩

翼引歳6 (% 市日ン) ~

や
し
マ
ね

ツ
ω
1i
 

ね
た
き
り
老
人
等
の
福
祉
対
策

ー
そ
の
②
j

。
重
度
障
害
者
お
よ
び

ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス

対
象
者

①
在
宅
の
重
度
障
害
者
お
よ
び

侃
歳
以
上
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人

②
入
浴
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人

③
健
康
状
態
が
入
浴
可
能
な
人

入
浴
施
設

慈
恵
荘

・
泉
の
里

入
浴
日

週
1
回
(
施
設
の
リ
フ
ト
付
パ

ス
で
送
迎
し
ま
す
)

。
在
宅
老
人
短
期
保
護

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
が
病
気
、
出
産
、
事
故
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
介
護
で
き
な
い
時
、

一
時

的
に
保
護
し
ま
す
。

対
象
者

お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の
人
で
現

在
病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
人

実
施
施
設

慈
恵
荘

・
泉
の
里

保
護
期
閉

山
日
以
内

結
果
、
3
歳
に
な
っ
て
も
、
ま
と
も
に
し

ゃ
べ

れ
な
い
言
語
発
達
遅
滞
児
に
育
て
て

し
ま

っ
た
お
母
さ
ん
の
話
を
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
、
人
聞
の
赤
ち
ゃ
ん
を
人
間

扱
い
し
よ
う
と
大
切
に
考
え
て
育
児
を
し

た
の
に
、
そ
う
い
う
残
念
な
結
果
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
?

そ
れ
は
、
赤
ち

ゃ
ん
が
、
人
間
と
し
て

育
つ
た
め
の
大
切
な
発
達
の
条
件
を
考
え

な
い
で
、
単
に
、
か

っ
こ
良
い
標
題
だ
け

を
か
か
げ
た
か
ら
な
の
で
す
。

赤
ち

ゃ
ん
が
、
お
つ
む
て
ん
て
ん
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
、
に
ぎ
に
ぎ
が
で
き

る
よ
、
つ
に
な

っ
た
、
と
い
、
つ
こ
と
は
、
こ

。
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

ね
た
き
り
老
人
等
の
日
常
生
活
を
容
易

に
す
る
た
め
給
付
し
ま
す
。

給
付
の
対
象
者

お
お
む
ね
侃
歳
以
上
の

低
所
得
の
ね
た
き
り
老
人
で
、
そ
の
属
す

る
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
せ

ら
れ
て
い
な
い

こ
と

給
付
品
目

特
殊
寝
台
・
マ

ッ
ト
レ
ス

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人
福
祉
係

。
小
規
模
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

心
身
の
安
定
と
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
通
所
に
よ
り
昼
間
だ
け
お
預

り
し
ま
す
。

対
象
者

臼
歳
以
上
の
人
で
体
が
弱
く
、

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
人

実
施
施
設

慈
恵
荘

・
泉
の
里

サ
ー
ビ
ス
内
容

日
常
動
作
訓
練
・
休
養

昼
食

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

実
施
日

週
1
回
程
度

前
回
は
、

「私
の
大
切
な
赤
ち

ゃ
ん
を

猿
回
し
の
猿
扱
い
に
は
し
た
く
な
い
」
と

い
う
、
自
己
流
の
育
児
観
で
育
児
を
し
た

ごY相談!士

人権擁護委員へ

花

の

街

ス
ケ
ッ
チ
大
会

人権は、人聞が平和に生きてし、く上で、最も大

切な権利です。 自分だけでなく、あなたも私もみ

んな人権が尊重されなけれは、なりません。

老人や子供が虐待されている 、変なう わさをた

てられている、仲間はずれやいじめなどを受けて

いる 、騒音 ・悪臭など…、こんな悩みをお持ちの

人は、法務大臣が委嘱している次の人権擁護委員

または、法務局へご相談ください。

相談は無料で、秘密は守られます。

人権擁護委員 (敬称略)

石橋正夫 久原 1丁目355-1 fi@ 6 0 9 4 

錦戸貞子 木場 1丁目893 fi③ o 1 9 7 
岩永 宏 松原 1丁目513 fi@ 7 4 5 1 

谷本康子 杭出津 2丁目500 fi@ 3 2 7 5 

※市役所の定例相談は、16ページを参照ください。

(
花
し
よ
う
ぶ
と
ア
ジ
サ
イ
)

一ア

l
マ

花
と
友
だ
ち

日
時

6
月
日
日
側
、
午
前
叩
時
1
午
後
3
時

(9
時

ω分
集
合
)

対
象

幼
稚
園
児
お
よ
び
小

・
中
学
生

集
合
場
所

大
村
公
園
藤
棚
広
場

(玖
島
派
出

所
前
)

持
っ
て
く
る
も
の

水
彩
え
の
ぐ
、
ク
レ
ヨ
ン

な
ど
(
画
用
紙
は
配
布
し
ま
す
)

共
催

大
村
市
・
商
工
会
議
所
青
年
部

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
を
募
些

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
発
足
以

来
1
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
幸
い
、
当

初
の
目
標
額
を
上
回
る
事
業
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

ご'~iL¥西己

し
て
し
ま
す

い
よ
い
よ
、
除
草
な
ど
、
多
く
の
発
注

が
期
待
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
す
。

ω歳

以
上
の
健
康
な
方
で
や
る
気
の
あ
る
人
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(宮

@
5
2
2
5
)

困lJ



お
し
ら
せ

平
成
元
年
度

保

田

試

験

試 6 受
験月付
日 12期
日間
(月)

23 
日
幽

8
月
1
日
ω
1
4
日
幽

試
験
会
場

長
崎
県
立
女
子
短
期

大
学
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
児
童
保
育
課
(
一
Tm長
崎
市
江

戸
町
2
l
U
E
長
崎
@
1
1
1
1
)

平
成
元
年
度

調

理

師

試

験

期
日

7
月
初
日
附

試
験
地

長
崎

・
佐
世
保

願
書
受
付

6
月
1
日
附
1
9
日

幽申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
予
防
課
(
宮
@

2
1

9
3
)
 

※
願
書
な
ど
は
大
村
保
健
所
に
あ

り
ま
す

文
部
省
認
定

編

物

技

能

模

定

期
日

9
月
げ
日
制

場
所

諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市

宇
都
)

検
定
料

1
級
8
千
円
、
2
級
5

千
円
、
3
級
3
千
円
、
4
級
千
円

受
付
期
間

6
月
1
日
肘
1
8
月

出
日
同

受
験
資
格

ど
な
た
で
も
、
ま
た

何
級
で
も
受
験
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

日
本
編
物
検
定
協

会
長
崎
支
部
役
員

・
新
田
美
恵
子

(
宮
小
路
2
丁
目
1
3
1
1
2
@

7
4
6
0
)
 

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類

付
甲
種
、

口
乙
種

目
時

8
月
却
日
間
、
午
前
9
時

場
所
長
崎
市
県
立
女
子
短
期
大
学

佐
世
保
市
県
立
国
際
経
済
大
学

受
付
期
間

6
月
幻
日
附

l
m
日

幽※
願
書
の
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は

大
村
消
防
署
(
宮
②
4
1
3
8
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

狩

猟

免

許

試

験

狩
猟
者
適
性
検
査

。
狩
猟
免
許
試
験

〔
一

次

試

験
〕

日
時

6
月
幼
日
附

場
所

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

(
長
崎
市
)

長
崎
県
県
北
振
興
局
(
佐
世
保
市
)

〔二

次

試

験

〕

日
時

7
月
却
日
附

場
所

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

申
請
期
間

6
月
1
日
嗣

l
m日
ω

。
狩
猟
者
適
性
検
査

日
時
お
よ
び
場
所

8
月

μ
日
肘

長
崎
県
県
北
振
興

局8
月
白
日
同

長
崎
県
勤
労
福
祉

会
館
申
請
期
間

8
月
1
日
ω
1
日
日
附

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

県
自
然
保
護
課
(
宮
長
崎
@
1
1

1 
1 第

ア
ロ
菖
蒲
ま
つ
り

俳

句

大

会

期
日

6
月
日
日
岡

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

投
句
締
切

当
日
の
吟
行
句
3
句

正
午
締
め
切
り
互
選

会
費

1
0
0
0
円

(
大
村
市
文
芸
協
会
)

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

何
ミ
リ
映
写
機
操
作

技
術
認
定
講
習
会

子
ど
も
会
や
P
T
A
な
ど
の
活

動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

平成往年8月38→11月4日

下色主主 Ir海と心と2001J
i 噌

...._..J 主会場/長崎港松が枝国際観光埠頭、

グラバー園

口パス変更路線口今までのパス運行路線Z工事個所

起

円
〈

U

1
14
 



お
し
ら
仕

読
書
感
想
文
集
、
が

で
き
ま
し
だ

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
た
読
書
感
想
文

・
読
書
体
験

記
な
ど
の
、
文
集
を
作
り
ま
し
た
。

な
お
、
あ
わ
せ
て
市
児
童
読
書

感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の
原
稿

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

希
望
き
れ
る
人
に
は
無
料
で
さ

し
あ
げ
ま
す
。

配
布
・
問
い
合
わ
せ

市
立
図
書

館

(宮
②
2
4
5
7
)

弓
道
教
室

心
身
の
鍛
練
と
、
節
度
あ
る
礼

儀
作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す

期
間

6
月
日
日
1
8
月
辺
日

毎
週
火
、
金
曜
日

計

初
回

時
間

午
後
7
時
j

9
時
(
希
望

に
よ
っ
て
は
、
午
前
9
時
初
分
j

日
時
初
分
も
あ
り
ま
す
)

場
所

市
営
弓
道
場
(
大
村
公
園

内
)
対
象
・
定
員

一
般
男

女

別

人

(
初
心
、
経
験
は
間
い
ま
せ
ん
)

参
加
費

1
0
0
0
円
(
資
料
代
)

※
他
に
傷
害
保
険
加
入
金
6
0
0

円
が
必
要
で
す

種別 住宅名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)

竹 松 4 6・3・4.5 7，600 

1 
久 原 10 6・4.5・3 7，800 

東諏訪 2 6・4.5・4.5 16， 400 

種
久原第 2 2 6・6・5(同 23， 800 

福 重 l 6・6・6(栂 27， 000 

原 口 6・6・6 27，200 

士反 口 1 6 -4.5 5，000 

2 竹 松 6・4.5 6，400 

旭 1 6・4.5 6，500 

種 池 田 1 6・4.5・2(同 8，200 

福 重 1 6・6・6(同 20， 500 

市営住宅入居者募集

受け付け 6 月 5 日(月) ~1 2 日(月)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

申
込
期
限

6
月
日
日

ω

申
し
込
み

直
接
市
営
弓
道
場
へ

※
電
話
・
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込

み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
弓
道
協
会

(宮
@
5
1
2
8
)

花
ま
つ
り

市
民
弓
道
大
会

6
月
お
日
側
、
午
前
日
時

市
営
弓
道
場

(大
村
公
園

日
時
場
所
内
)
対
象

市
内
居
住
者
で
、
高
校
生

以
上
の
男
女

※
多
少
有
経
験
者

種
目

近
的
(
距
離

m
m霞
的
)

服
装

運
動
し
や
す
い
軽
装

参
加
料

無
料

※
た
だ
し
傷
害
保
険
加
入
金
が
必

要
で
す
。

申
込
期
限

6
月
初
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
弓

道
協
会
(
宮
@
5
1
2
8
)

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗

ス
ロ
!
ピ
ッ
チ
大
会

参
加
資
格

小
・
中

・
高
校
生
を

除
き
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

期
日

7
月
日
日
日

場
所

市
営
球
場
ほ
か

参
加
費

4
0
0
0
円

申
込
期
限

7
月
9
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
宮

@
4
1
7
8
片
岡
)

d
w
し
ゅ
ウ

高
等
学
校
開
放

成
人
大
学
講
座

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座

6
月
下
旬
1
ロ
月

月
1
1
3
回
(
土
曜
日
)

時
間

午
後
1
時
鉛
分
j

3
時
初

分場
所

大
村
工
業
高
等
学
校

内
容

ワ
ー
プ
ロ
と
し
て
文
章
を

作
っ
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
門
な

ど、

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
の
初
歩

的
学
習

講
師

大
村
工
業
高
校
教
諭

対
象

・
定
員

一
般
成
人
初
人

(
抽
選
)

※
初
心
者
で
最
後
ま
で
受
講
で
き

る
人
・
今
ま
で
受
講
し
て
い
な

い
人

受
講
料

テ
キ
ス
ト
代
5
0
0
円

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
8
日
附
ま
で

期
間

抽
選
日
・
場
所

6
月
刊
日
出
、

午
後
1
時
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン

※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん

高
齢
者
大
学
受
講
生

期
間

6
月
日
日
j
平
成
2
年
2

月
刊
日
、
毎
月
第
3
木
曜
日
(
原

則
と
し
て
毎
月
1
回
開
講
)

時
間

午
後
1
時
初
分
j

3
時
叩

分場
所

市
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

学
習
内
容
・
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り

・
地
域
社
会
と
高
齢
者

の
役
割

・
心
と
体
の
健
康
に
つ
い

て
・
高
齢
者
の
諸
問
題
・
研
修
旅

一丁
ヰ
品
戸

ノイ
l
p
u
J人

対
象

ω歳
以
上
の
人

受
講
料

無
料

申
込
期
限

6
月
8
日
嗣
必
着

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸
町
お
l
お
高
齢

者
大
学
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受

講

生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
り
、

全
面
受
講
で
き
る
人

期
間

6
月
日
日
1
7
月
日
目
、

毎
週
木
曜
日

午
後
1
時
初
分
1
3
時
ぬ

時
間

分
ま
で

定
員

叩
人

申
込
方
法

電
話
ま
た
は

ハ
ガ
キ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

申
込
期
限

6
月
日
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
8

g
@
1
3
5
1
)
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大
村
混
声
合
唱
団
会
員

6
月
の
合
唱
祭
、
ロ
月
の
定
期

演
奏
会
に
向
け
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
経
験
の
有
無
を
聞
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
入
会
く
だ
さ
い
。

定

例

日

毎
週
火

・
金
曜
日

午
後
7
時
叩
分
1
9
時
叩
分

場
所
市
コ
ミ
セ

ン

会
費

月
額
5
0
0
円
(
入
会
金

1
5
0
0
円
)

連
絡
先

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
@
3

1
6
1
渡
辺
)

楽
し
い
童
謡
を

う
だ
う
会
会
員

た
の
し
い
童
謡
を
う
た
う
会
を

結
成
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

定
例
日
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日、

午
前
日
時
却
分
1
ロ
時

対

象

年

齢
を
問
い
ま
せ
ん

指
導
者

楠
本
シ
マ
先
生

会
費

話
し
合
い
後
決
定
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
村
(
玖
島
2
丁
目
4
8
4
1

2
、
宮
@
2
3
6
4
)

へ



技
能
向
上
訓
練
受
講
生

0

パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

6
月
7
日
附

i
m日
制

(凶
日
間
)

0

ワ
ー
プ
ロ
講
座

期
間

6
月
4
日
目
1
7
月
2
日

日

(
8
日
間
)

O

お
庖
の
た
め
の
P
O
P
広
告

入
門
期
間

6
月
日
日
ω
1
7
月
2
日

日

(
8
日
間
)

0

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

入
門
期
間

6
月
9
日
幽
1
幻
日
制

(
6
日
間
)

O
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

6
月
6
日
附
j
凶
日
間

(
6
日
間
)

o
工
作
機
械
取
扱
い
基
礎
コ
ー
ス

期
間

6
月
幻
日
出
l
お
日
目

(
4
日
間
)

O
L
P
ガ
ス
設
備
士
受
験
準
備
講

習

(
実
技
)

期
間

6
月
6
日
ω
1
日
日
附

(
4
日
間
)

o
J
I
S
・
N
K
模
定
準
備

(被

覆
戸

!
ク
溶
接
)

期
間

6
月
9
日
幽
j
初
日
幽

(
7
日
間
)

o
J
i
S
・
N
K
横
定
準
備
(
中

肉
管
の
溶
接
)

期
間

6
月
口
日
出

em日
日

ご
寄
寸{

a
り
が
と
う
ご
司
、

νま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
角
谷
省
二
竹
松
本
町
)印
万
円

V
楠
本
昭
(
平
町
)
叩
万
円

V
松
本
祐
治

(玖
島
2
丁
目
)

5

万
円
V
村
部
清
海

(大
里
町
)
5
万
円

V
蒲
原
エ
ン
(乾
馬
場
町
)
3
万
円

V
竹
本
逸
郎
(
中
岳
町
)

1
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
猪
股
澄
子

(東
本
町
)

5
万
円

V
山
本
末
代

(植
松
1
丁
目
)
5

万
円
V
三
浦
初
子

(西
部
町
)

5
万
円

(
敬
称
略
)

V
中
尾
喜

一
郎

(本
町
)
5
万
円

V
宮
村
義
己
(
大
里
町
)
3
万
円

V
中
島
節
子
(
古
賀
島
町
)
5
万
円

V
柿
平
賢
(
諏
訪
2
丁
目
)5
万
円

。
一
般
寄
付

市
立
病
院
へ

V
蒲
原
エ
ン

(乾
馬
場
町
)
医
療

器
材
3
万
円
相
当

清
和
薗
へ

V
陶
芸
同
好
会
l
花
器

V
美
加
美
容
室
l
姿
見

V
大
村
木
工
業
協
同
組
合
l
建
具

補
修
工
事
奉
仕

(
2
日
間
)

o
J
I
S
・
N
K
横
定
準
備

(炭

酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接
)

期
間

6
月
M
日
出

・
お
日
制

(
2
日
間
)

O

鋼
板
工
芸
入
門

期
間

6
月
日
日
目
i
お
日
制

(
3
日
間
)

O
N
C
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ボ
ッ
ト
操

作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

6
月
3
日
出

・
4
日
目

(
2
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
g
②

2
3
2
3
)
 

V
飯
笹
五
郎
次
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

人
参
V
紅
舞
会

1
日
本
舞
踊
慰
問

V
大
谷
由
隆
(
長
崎
市
塩
浜
町
)

ハ
ー
モ
ニ

カ
吹
奏
慰
問

V
三
期
会

(
長
崎
市
西
山
町
)

日

本
舞
踊
慰
問

・
果
物

V
親
奉
会

・
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
1
理
容

奉
仕
さ
く
ら
荘
へ

V
小
野
下
智
(
玖
島
1
丁
目
)

1

万
円
大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

泉
の
里
へ

V
馬
場
輝
男

(
水
田
町
)
野
菜

V
尾
崎
ミ
ノ

(
徳
泉
川
内
町
)
却

万
円

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

0

一
般

・
海
上
技
術
、
飛
行
伺

資
格

平
成
2
年
4
月
1
日
現
在

辺
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
女

受
付

6
月
1
日
同

i
m日
樹

一
次
試
験

7
月
4
日

ω・
5
日

附V
浜
田
睦
徳

(
須
田
ノ
木
町
)
衣

類V
天
晴
会
館
l
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ

V
小
漬
達
郎
(
富
ノ
原
1
丁
目
)

菓
子
V
井
崎
ク
ヨ

(東
本
町
)
果
物

V
福
田
ハ

ル
子

(
宮
小
路
1
丁
目
)

ト
マ
ト

V
林
雅
義

(武
部
町
)
竹
の
子

V
飯
笹
五
郎
次
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

人
参
V
宮
原
康
弘
(
木
場
2
丁
目
)
浴

用
入
浴
剤

V
平
松
慶
子
(水
主
町
2
丁
目
)

歌
謡
慰
問

V
山
本
末
代
(
植
松
1
丁
目
)
紙

オ
ム

ツ
・
衣
類

V
し
ゃ
く
な
げ
会

1
1
万
円

・
石

け
ん

・
タ
オ
ル
・
洗
剤

試
験
場
市
コ
ミ
セ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(
宮

@
6
2
1
7
)

応
募
資
格

昭
和
幻
年
4
月
2
日

か
ら
必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

受
付
期
間

6
月
1
日
同
1
凶
日

働
ま
で

一
次
試
験

7
月
日
日
制

※
諸
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

大
村
警
察
署
ま
た
は
、
各
派
出

所
・
駐
在
所
へ

。

警
察
{
邑
・
事
務
員

0
警
察
官
A

応
募
資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日

か
ら
必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

(
4
年
制
大
学
卒
業
ま

た
は
、
平
成
2
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
人
)

受
付
期
間

6
月
1
日
肘
1
M
日

倒
ま
で

一
次
試
験

7
月
初
日
目

対
象

。
警
察
事
務

(大

卒

程

度

)

験

者

。，令。
re
。1
7
0
1
9
1
9
1
0
1
1
日
練
習
日
毎
週
火
・

金
曜
日
、

V
黒
岩
美
容
室
l
ン
ャ
ン
プ
l
台

一

正
午
1
午
後
3
時

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

…
場
所

市
民
体
育
館

じ
ゅ
う

~
会
費

月
1
5
0
0
円

大
村
。
ハ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

一
募
集
人
員
凶
人
程
度

V
大
村
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

1
パ

H

連
絡
先

野
村
(
宮
@
5
2
0
3
)

|
ベ
キ
ュ

l
招
待

慈
恵
荘
へ

…
婦

人

硬

式

V
永
嶋
ツ
タ

(武
部
町
)

6
万
円

H

V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

一
テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

会

員

じ
ゅ
、つ

山

V
原
生
花
庖
H
H
花

…
日
時

毎
週
月
・

水

・
金
曜
日
、

V
朝
長
可
能

(松
原
本
町
)
庖
丁

目
午
前
叩
時
1
午
後
2
時

セ
ッ
ト

一
場
所

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

V
向
陽
高
校
衛
生
看
護
専
攻
科
l

H
会
費

月
1
0
0
0
円

ま
ん
じ
ゅ
う

一
申
込
方
法

練
習
日
に
市
営
テ
ニ

V
飯
笹
五
郎
次

(
桜
馬
場
2
丁
目
)
一
ス
コ
l
ト
へ

人
参

角
問
い
合
わ
せ
大
村
レ
デ
ィ
ー
ス

V
長
崎
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

一
U

テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
(
宮
@
4
7
7
7

院
l
奉

仕

萩

原

・
@
7
4
6
1
石
村
)

県
婦
人
連
盟
加
入

大
村
パ

i
ル
バ
ド
ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ

会

員

女
性
で
初
心
者
お
よ
び
経

15-



6月の健康カレ乙tTl:J.-

6
月
は
、

市
県
民
税
(
4
1

期
)
の
納
期
で
す
。

4日 機能訓練根気の会 生活訓練 (大村保健所) 15白 機能訓練根気の会 生活訓練 (大村公園)
体) 10:00-13:00 (柄 ll: 00-l3: 30 

定期巡回献血 市役所 9: 30-12: 00 
2日 成人の健康相談 福祉センタ-13:00-15:00 
告白 ⑪ 40歳以上⑮血圧測定ほか

何回 1歳6か月児健康診査

4日 当番医 信自
市コ ミセン ⑧ 13:00-13:30 

(日) (内)近藤医院東本町宮⑪1166
⑪⑮… 9日幽と 同じ

(眼)楠木眼科医院東三城町宮@2711
成人の健康相談 福祉センター 13:00-16: 00 

⑨⑮… 2日幽と 同じ

5日 安産教室 市役所 9:30-11: 00②9:30まで 17日
(月)
⑮母子健康手帳、ズボン

(土)
耳とことばの相談 福祉センター 13: 00-15:00 

一般健康相談市役所 13:00-16 :00 
当番医

⑧⑮… 2日幽と 同じ 18日
6日 (日)

( 内・ 呼 ) おおつか内科医院西三城町 宮~8 080 

乳却児健康相談 松原出張所③13:30-15: 00 (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町宮@8355 
(刻

20(B 火)
7日 明教室日⑦の親(妊の婦た教め主の)市コミ 13: 00-16: 00 

乳却児健康相談 萱瀬出張所⑧9:30-11:00

(樹 健康講座 福祉センター l3: 30-15: 30 21包
教明室日③の親(妊の婦た教め室の)古巾:J ζ~k ソ/ 13:00-16:00 

⑪肺癌について 講師 松井道先生 (水)

9日 1歳6か月児健康診査 22臼 3歳児健康診査 大村保健所

(翁
市コミセン ③ 13: 00-13: 30 

{柄
③ 9: 30-10: 00、13:00-13:30

@昭和62年II月生まれ(62年6月-10月生まれで、 ⑩百手間。年12月生まれ(60年6月-ll月生まれて¥

まだ受けていない人も受診してくだきい) まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、お子きんのハブラシ ⑮母子健康手帳、 問診票

竹巴 当番医
明教室日④の親(妊の婦だ教め室の) 士叩:J:::ζ 七」一/ 

(日) (内・呼)ともなが内科クリ ニック
18: 30-20: 30 

杭出津 2丁目宮⑪ 5000
当番医(外・旺)山道医院 桜馬場2丁目 ft@2305 25日

(日)
(内)川本内科医院久原1丁目 包⑪ 5675

12白 乳却児健康相談 竹松出張所 (眼)岩崎眼科医院本町 宮@ 3435 

(月) ② 9: 30-11: 00......0 -6か月の乳児 28日
明教室日⑤の親(妊の婦た教め室の) 古巾 ー「 ミ、 k:/ 13:00-16:00 

13:30-15:00・・・・・・ 7か月以上の乳幼児 (水)
⑮離乳食教室 10: 30- 30日 明教室日⑥の親(妊の婦た教め室の)士rtJ:J と、 h工ソ/ 

信笛
13:00-16:00 

13日 乳却児健康相談市コミセン
(火) ③ 9:30-11:00・…..0-6か月の乳児 略号の説明

l3: 30-15:00・・・・・・ 7か月以上の乳幼児 ⑪…対象②…受け付け

⑮離乳食教室 10:30 ⑮…持ってくるもの ⑪…内容

当番医の診療時間 9:00-18:00 

14包
明教室日②の親(妊の婦た教め室の) 土川:J ~k:/ 13 : 00 -16 : 00 

(水)
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人口の動き

言十 71，956 
( +390) 

世帯数 21，915
(+ 175) 

〉内は前月比

男 34，330
(+ 186) 

女 37，626
( +204) 

5月4日現在

人口

-16-

6月の大村ポート (3 日 ~6 日、 10 日 ~1 5 日ラ ンナーリ ー グ戦、
24 日 ~ 29 日 日本船舶振興会会長杯)
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